


　

会　

長	

武　

藤　

顯　

夫

　

副
会
長	

阿　

部　
　
　

裕

	

慶　

徳　

矩　

夫

	

手
代
木　

洋　

次

　

	

小　

林　

喜
代
春

　

理　

事	

荒　

明　
　
　

毅

	

荒　

海　

良　

市

	

入　

澤　

貴　

子

	

岩　

渕　

智　

子

	

風　

間　

常　

義

	

小　

室　

達　

良

	

斎　

藤　

孝　

雄

	

高　

澤　
　
　

嶽

	

高　

澤　

虎　

信

	

長　

沢　

勝　

幸

	

成　

田　

辰　

平

	

古　

木　

俊　

一

	

星　
　
　

陽　

子

	

山　

﨑　

信　

子

	

渡　

邊　

俊　

明

　

任
期  

平
成
22
年
7
月
1
日
か
ら

　
　
　

  

平
成
24
年
6
月
30
日
ま
で

	
伊　

藤　

静　

男

	
國　

分　

喜
久
男

	
矢　

部　

政　

人

　

任
期  

平
成
22
年
7
月
1
日
か
ら

　
　
　

  

平
成
24
年
6
月
30
日
ま
で

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
評
議
員
改
選
の
お
知
ら
せ

役
員
及
び
評
議
員
は
、
学
識
経
験
者
や
行
政
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、
各
種

福
祉
団
体
等
か
ら
選
出
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
及
び
議
決
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
の
改
選
で
役
員
及
び
評
議
員
に
就
任
さ
れ
た
方
々
を
市

民
の
皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

	

井　

上　

一　

雄

	

岩　

本　

義　

昭

	

瓜　

生　

久　

子

	

遠　

藤　

幸　

子

	

大　

澤　

君　

一

	

大　

塚　

榮　

作

	

大　

野　

皐　

月

	

大　

堀　

英　

雄

	

唐　

橋　

一　

郎

	

上　

原　

安
一
郎

	

小　

林　

三　

夫

	

齋　

藤　

昭　

三

	

酒　

井　

文　

雄

	

佐　

藤　

圀　

雄

	

佐　

藤　

友　

信

	

佐　

藤　
　
　

博

	

佐　

原　

和
佳
子

	

鈴　

木　

秀　

一

	

須　

藤　

茂　

樹

	

高　

橋　

三　

吾

	

高　

橋　

忠　

弘

	

高　

橋　

禮　

子

	

田　

代　

一　

郎

	

田　

代　

愼　

一

	

田　

中　
　
　

詢

	

棚　

木　

ミ
ツ
イ

	

豊　

子　

光　

代

	

長　

井　
　
　

仁

	

永　

島　

壽　

裕

	

夏　

井　

永　

光

	

夏　

井　

隆　

一

	

新　

國　
　
　

武

	

野　

邉　

善　

市

	

坂　

内　

和　

夫

	

細　

田　

俊　

夫

	

三　

浦　

金　

良

	

峯　

岸　

幸　

英

	

矢　

澤　

嘉　

男

	

山　

口　
　
　

勇

	

山　

田　

隆　

吉

	

山　

本　

佑
一
郎

	

結　

城　

志
英
吉

	

湯　

田　
　
　

功

	

横　

川　

憲　

子

	

吉　

田　

好　

市

任
期 

平
成
22
年
６
月
16
日
か
ら

　
　

 

平
成
24
年
6
月
15
日
ま
で

◦ 
監　

事

◦ 

評
議
員

　

会
長
就
任
挨
拶

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

武　

藤　

顯　

夫

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
の
度
、
七
月
一
日
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
喜
多
方
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
再
度
選
任
を
頂
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
考
え

で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
生
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
十
八
年
一
月
の
一
市
二
町

二
村
社
協
の
合
併
以
来
四
年
が
経
過
し
、
合
併
に
伴
う
課
題
は
概
ね
解
決

を
み
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
現
在
の
社
会
・
経
済
状
況
を
踏
ま
え
た

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
対
応
を
図
っ
て
ま
い
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
旧
市
町
村
単
位
で
設
立
い
た
だ
き
ま
し
た
各
種
福
祉
団
体
で
構

成
す
る
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
協
議
会
」
の
活
動
や
、
民
生
児
童
委
員
連
合
会

等
の
福
祉
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
き
め
細

か
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◦ 

理　

事

�2010年8月1日号　きたかた社協だより
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平
成
21
年
度
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

法
人
の
運
営

⑴
理
事
会
の
開
催 

（
3
回
）

⑵
評
議
員
会
の
開
催 

（
3
回
）

⑶
監
事
会
の
開
催 

（
2
回
）

⑷
事
務
局
長・支
所
長
会
議
の
開
催	

（
週
1
回
）

⑸
事
務
事
業
推
進
会
議 

（
月
2
回
）

⑹
介
護
保
険
事
業
所
管
理
者
会
議	
（
月
１
回
）

⑺
会
員
制
度
の
充
実 

　

一
般
会
員
会
費 

（
7
︐9
9
7
︐1
9
0
円
） 

　

賛
助
会
員
会
費 

（
1
︐3
2
9
︐0
0
0
円
）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑴
支
部
社
協
活
動
支
援	

︵
７
支
部
︶

　

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
生

活
支
援
活
動
や
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
︒

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
数	

︵
34
件
︶

　
　

延
べ
活
動
件
数	

︵
6
︐3
9
5
件
︶

⑵
ふ
れ
あ
い
福
祉
協
議
会
設
立	

︵
５
地
区
︶

⑶
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
設
置
推
進

　
　

設
置
数	

︵
11
ヵ
所
︶

　
　

開
催
回
数	

︵
1
3
2
回
︶

⑷
社
協
だ
よ
り
の
発
行	

︵
3
回
︶

⑸
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座	

︵
3
回
︶

⑹
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　
　

開
催
回
数	

︵
2
回
︶

　
　

参
加
者
数	

︵
61
名
︶

⑺
地
域
福
祉
懇
談
会	

︵
5
回
︶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
推
進

⑴
声
の
広
報
発
行
事
業

　
　

実
利
用
者
数	

︵
9
名
︶

　
　

延
べ
発
行
数	

︵
1
0
8
回
︶

⑵
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
へ
の
協
力

⑴
共
同
募
金
運
動
実
績

	

︵
9
︐1
4
1
︐9
9
7
円
︶

　
　

会
員
数	

︵
6
名
︶

　
　

定
例
会	

︵
12
回
︶

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
協
力
校
の

　

指
定	

︵
20
校
︶

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
﹁
ち
い
さ
な
て
﹂

　

の
発
行

⑸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
等
事
業
の
実
施

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
の
開
催	

︵
32
名
︶

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
の
開
催	

︵
6
名
︶

⑹
福
祉
体
験
事
業	

︵
60
名
︶

⑺
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
訪
問
・
除
雪
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア	

︵
82
名
︶

⑻
居
住
棟
入
居
者
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	

︵
28
名
︶

地
域
福
祉
事
業

⑴
社
会
福
祉
法
人
福
島
い
の
ち
の
電
話
喜
多
方

　

支
部
へ
の
協
力

　

個
人
維
持
会
員	

︵
1
8
7
名
︶

　

団
体
維
持
会
員	

︵
19
団
体
︶

⑵
日
本
赤
十
字
社
へ
の
協
力

　

社
費	

︵
3
︐9
4
1
︐0
0
0
円
︶

　

社
資	

︵
3
︐5
9
8
︐6
2
5
円
︶

⑶
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

契
約
件
数	

︵
2
件
︶

⑷
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

新
規
貸
付
件
数	

︵
7
件
︶

⑸
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
件
数	

︵
44
件
︶

⑹
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

　

貸
付
件
数	

︵
93
件
︶

⑺
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業

　

開
館
日
数	

︵
1
5
9
日
︶

　

利
用
人
員	

︵
5
︐8
6
4
名
︶

⑻
児
童
館
運
営
事
業

　

登
録
児
童
数	

︵
3
7
1
名
︶

包
括
的
支
援
事
業
の
推
進

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

介
護
保
険
事
業

⑴
居
宅
介
護
支
援
事
業	

︵
4
ヵ
所
︶

⑵
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

︵
3
ヵ
所
︶

⑶
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

︵
5
ヵ
所
︶

⑷
訪
問
入
浴
介
護
事
業	

︵
1
ヵ
所
︶

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

⑴
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

︵
3
ヵ
所
︶

⑵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

︵
3
ヵ
所
︶

⑼
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
支
援
事
業

　

高
齢
者
料
理
教
室	

︵
4
回
・
57
名
︶

　

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業	

︵
3
回
・
38
名
︶

　

配
食
サ
ー
ビ
ス	

︵
1
回
・
47
食
︶

　

高
齢
者
交
流
事
業	

︵
1
回
・
14
名
︶

　

市
民
参
加
講
習
会	

︵
1
回
・
35
名
︶

　

指
定
管
理
事
業

Ⅰ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　
　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
年
間
利
用
人
員	

　

 

	

︵
3
4
︐0
3
7
名
・
3
1
7
日
︶

　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
貸
出
回
数

	

︵
3
7
7
回
・
1
7
︐1
8
3
名
︶

　
　

会
議
室
貸
出
回
数

	

︵
3
0
5
回
・
4
︐8
8
3
名
︶

Ⅱ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
﹁
夢
の
森
﹂
管
理
運
営

　
　

運
動
施
設
利
用
回
数

	

︵
1
7
8
回
・
2
︐6
3
6
名
︶

Ⅲ
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
管
理
運
営

　
　

入
居
者
数	

︵
7
名
︶

Ⅳ
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　
　

年
間
活
動
人
員

	

︵
8
︐0
8
2
名
・
6
1
3
日
︶

　

福
祉
バ
ス
の
運
行	

︵
1
8
1
日
︶

　

関
係
福
祉
団
体
の
育
成
・
支
援

（１3）（１2） （１1）（１0）

⑵
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
績	

	

︵
5
︐5
8
2
︐0
0
0
円
︶

喜多方市社会福祉大会のようす

保育所のデイサービス友愛訪問
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赤
崎	

瓜
生　

克
宏

下
根
岸	

小
林　

孝
岳

中
ノ
目	

東
條　
　

初

中
ノ
目	

手
代
木
一
郎

貝
沼	

髙
畠
勝
多
郎

宮
ノ
目	

安
藤　

達
也

上
窪	

古
川
憲
一
郎

赤
星	

花
見　

清
治

西
鎧
召	

前
田　

英
明

大
木	

関
本　

美
市

田
中	

物
江　

容
弘

高
木	

入
岡　
　

正

木
曽	

小
田
島　

久

洲
谷	

関
口　

玉
子

小
布
瀬
原	

遠
藤　
　

勉

舟
岡	

斎
藤　
　

敦

寺
内	

小
澤
雄
太
郎

舘
原	

小
柴　

雄
一

本
木	

高
橋　

節
夫

漆
窪	

渡
部　

政
英

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

（
平
成
22
年
５
月
１
日
～
6
月
30
日
受
付
分
）

一
般
寄
付

宮
城
県
石
巻
市	

山
中　

隆
史

熊
倉
町
熊
倉
下	

磯
部　

惣
平

昭和電工㈱喜多方事業所 様第26回センターまつり実行委
員会 様

昭
和
電
工
㈱
喜
多
方
事
業
所
・
喜
多
方
市

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
第
26
回
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
匿
名
者

	

︿
喜
多
方
地
区
﹀

遠
藤
正
雄
・
匿
名
者

大
塚
正
善
︵
貼
り
絵
︶	

︿
熱
塩
加
納
地
区
﹀

小
林
幸
助

塚
原　

勲
︵
タ
オ
ル
︶	

︿
塩
川
地
区
﹀

宝
昌
寺
︵
寝
具
類
︶	

︿
山
都
地
区
﹀

き
た
か
た
商
工
会
女
性
部
︵
ベ
ゴ
ニ
ア
花
苗
︶	

	

︿
高
郷
地
区
﹀	

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

喜
多
方
地
区
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お詫びと訂正

きたかた社協だよりVol.15
7ページのご寄付ご芳名の中で、
「花園町　長谷川　弘」様は
「花園町　長川　弘」様の誤
りでした。
訂正してお詫びいたします。
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点訳ボランティア「ｅｙｅの会」は、平成９年10月に社会福祉協
議会が視覚障がい者の方々の福祉向上のため、点訳ボランティアの
養成を実施したのがきっかけで結成され、現在６名の会員で活動し
ています。
毎月１回、市の総合福祉センターで定例的に勉強会を開催してお
り、点筆やライトブレーラーという特殊な器材を使用し、小説やパ
ンフレットなどを点訳したり、点字についての「いろは」を学んで
います。また、県の点字図書館などへの視察研修なども行っていま
す。
会長の矢部公子さんは「市内の視覚障がい者の方々に、できるだ

※社協だよりの作成経費の一部として共同募金配分金及び会員会費を使用させていただいております。

点訳ボランティア「ｅｙｅの会」

小学生の点字勉強会の講師として

喜多方ラーメンマ
ップを点訳し、喜
多方老麺会へ寄贈

　点訳をしてほしい本やパンフレットなどがあり
ましたら、無料で点訳します！

※社会福祉協議会では、「ｅｙｅの会」の窓口とな
って活動を支援しています。詳しいお問い合わせ
は社会福祉協議会（23-3231）までお願いします。

け多くの本や広報誌などを点訳しお届けできるように、会員一
丸となって取り組んでいます。」と話していらっしゃいました。
「ｅｙｅの会」では、会員の募集をしています。点訳をやっ
てみたいという方や興味のある方は、お気軽にご連絡下さい。
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今年４月に開設した『東四ッ谷いきいきサロン』
を紹介します。
地区の民生児童委員で、サロンの世話人代表の
井上一雄さんにお話をお聞きしました。
東四ッ谷地区では、数年前より高齢者の方々が
集まる機会がなくなり、高齢者のいきがい作りの
ため、なにかよい方策はないかと考えていました。
そんな時、市内に「ふれあい福祉協議会」が設立
され、高齢者が活発に活動している社協松山支部
の「ふれあいいきいきサロン」事業の話を聞く機
会がありました。
その後、町内会の集まりや地区の高齢者の方々
にも声をかけ、今年中のサロン設立を目標として

３月に準備会を立ち上げ、行政区長や区役員の理
解・協力、地区の皆さんの賛同を得て４月に開設
することができました。
月１回の開催予定で、これまで健康講座や健康
チェックを実施しました。今後は近くの公園の除
草作業や健康体操など、楽しい企画を予定してお
り、参加された皆さんは、サロンの日を楽しみに
しているとのことです。
代表の井上さんも「サロンができて大変良かっ
た。サロンでの役割を担ったり、体を動かしたり、
会話を楽しんだりと、みんないきいきと参加され
ている。」と喜んでおられました。

「東四ッ谷いきいきサロン」
シリーズ NO.2


